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１１ ははじじ めめにに

肢体に不自由のある 人のサポート は、 決し て 専門家で な いと で き な いこ と で

はな く 、 誰にで も ある 程度ま で はで き る こ と で す。 し かし 、 良かれと 思っ て し

た こ と が、 相手に と っ て 望んで いな かっ た こ と で 、 かえ っ て 「 あり がた 迷惑」

に な る こ と も あり ま す。 車いす、 補助具のサポート を 含めて 、 肢体不自由のあ

る 人のサポート に あた っ て は、 エ チ ケ ッ ト と し て 次のこ と を 守り ま し ょ う 。

（（ １１ ）） 始始めめにに、、 何何をを しし てて ほほしし いいかか聞聞きき まま しし ょょ うう 。。
車いすを 使用し て いる から と いっ て 、 必ずし も 全て サポート が必要な わけ

で はあり ま せん。 相手の気持ち を 確認し て から 行動し ま し ょ う 。

（（ ２２ ）） 本本人人のの意意思思をを 尊尊重重しし まま しし ょょ うう 。。
サポート の方法は、 そ の人に と っ て 好みや方法が異な る こ と も あり ま す。

で き る だ け本人の希望する 方法で サポート を し ま し ょ う 。

（（ ３３ ）） 必必要要にに応応じじ てて 周周囲囲のの力力をを 借借りり まま しし ょょ うう 。。
一人で サポート で き な い場合は、 無理を し な いで 、 周囲の人に 協力を 求め

ま し ょ う 。 分から な いま ま サポート を し て し ま う と 、 事故に繋がる こ と も あ

り ま す。 安安全全第第一一を 心掛けま し ょ う 。

（（ ４４ ）） ココ ミミ ュュ ニニ ケケーーシシ ョョ ンン をを 大大切切ににしし まま しし ょょ うう 。。
肢体不自由のある 人へのサポート に限ら ず、 全て の人と 関わる 上で 大切な

こ と で すが、 話が一方通行にな ら な いよ う 、 積極的にコ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン を

図り ま し ょ う 。

（（ ５５ ）） 車車いいすすをを 使使用用しし てて いいるる 人人とと 同同じじ 目目線線のの高高ささ でで 言言葉葉をを かかけけまま しし
ょょ うう 。。

車いすが停止し て いる と き は正面か隣にし ゃ がみ、 車いすを 操作し て いる

と き は、 耳元で 優し く 言葉を かけま し ょ う 。

（（ ６６ ）） 服服装装やや姿姿勢勢にに気気をを 配配りり まま しし ょょ うう 。。
動き やすい服装、 正し い姿勢で サポート し ま し ょ う 。 無理な 姿勢は、 けが

や腰痛の原因に な り ま す。 指輪、 ネ ッ ク レ ス 、 時計な ど のア ク セ サリ ーは、

相手を 傷つける 可能性がある ので 、 な る べく つけな いよ う にし ま し ょ う 。

２２ 車車いいすすににつついいてて

（（ １１ ）） 車車いいすすのの種種類類
障がいの状態によ っ て 車いすにも 様々な タ イ プ のも のがあり ま す。 サポー

ト を する と き は、 始めに 使用者に扱い方を 聞き ま し ょ う 。

第第６６章章 肢肢体体不不自自由由ののああるる人人へへののササポポーートト
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自走式車いす・ ・ ・ 自走可能な レ ベルの方が使用し ま す。

介助式車いす・ ・ ・ 自走タ イ プ で すが、 介助を 必要と する 方が使用し ま す。

電動車いす・ ・ ・ ・ 上下肢に重度の障がいがある 方が使用し ま す。

競技用車いす・ ・ ・ 陸上、 車いすバス ケ ッ ト ボールな ど 競技に合わせた タ イ

プ を 使用し ま す。

（（ ２２ ）） 車車いいすすのの構構造造
最近は電動車いすを 使う 人も 増え て いま すが、 こ こ で は一般的に使われて

いる タ イ プ の車いすについて 説明し ま す。（ 各部の名称を 覚え ま し ょ う 。）

※定期的に空気圧を 確認し ま

し ょ う 。

※レレ ッッ ググレレ スス トト は下腿部が後

方に 落ち な いよ う に 支え る

も のな ので 、 外さ な いよ う

にし ま し ょ う 。

（（ ３３ ）） 車車いいすすのの扱扱いい方方
① 広げ方

ア ブ レ ーキを かけ、 ア ーム

レ ス ト を つかんで 外側に少

し 広げま す。

イ 両手を 使っ て シ ート を 下

に押すよ う にし て 広げま す。

※そ の際、 ス カ ート ガ ード

（ シ ート の端の部分） と

シ ート のフ レ ームで 、 指を

挟ま な いよ う に気を 付けま

し ょ う 。

ウ 使用者が座っ た こ と を 確認し て 、 フ ッ ト レ ス ト を 下げま す。

② 折り た た み方

ア 両側のブ レ ーキを かけ、

フ ッ ト レ ス ト を 上げま す。

イ シ ート 中央を 両手で 持ち

上げな がら 半分ほど た た み

みま す。

ウ ア ームレ ス ト を 両手で 引

き 寄せ、 折り た た みま す。

【 押し 広げる 】 【 フ ッ ト レ ス ト を 下げる 】

【 半分た た む】 【 ア ー ムレ ス ト を 引き 寄せる 】
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３３ 車車いいすすのの方方へへのの基基本本的的なな ササポポーートト

（（ １１ ）） 車車いいすすのの乗乗降降

相手を 車いすから 降ろ し た り 、 乗せた り する 介助の場合、 で き る だ け移動

が少な いよ う に 車いすを 配置し ま す。

① 一人で サポート する と き （ 車いすから 降ろ すサポート ）

ま ずブ レ ーキ確認後、 フ ッ ト レ ス ト を 上げま す。 相手と 向き 合い、 相手

の両脇の下から 手を 抱え 込んで 体を 近づけま す。 そ の際、 支援者は十分に

腰を 下ろ し て く だ さ い。 下半身の力を 使っ て 相手を 抱え 、 移動場所（ 椅子

な ど ） ま で 移動し ま す。 サポート する 人は腰を 下ろ し な がら ゆっ く り 相手

を 降ろ し ま す。

【 ２ 相手を 抱え る 】【 １ フ ッ ト レ ス ト を 上げる 】

【 ３ ゆっ く り 移動す る 】 【 ４ ゆっ く り 降ろ す 】

【 ポイ ン ト 】
相 手 を 抱 え 上

げる 前に、 少し 自
分 の 方 に 相 手 を
引 き 寄 せ て か ら
抱 え 上 げ る と う
ま く いき ま す。
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② 二人で サポート する と き （ 抱え 上げの方法）

車いすの乗降のサポート は、 一人よ り も 二人で 行っ た 方が、 相手にも 支援

する 人に も 負担が少な いので 、周り に 人がいる 場合に は協力を 求めま し ょ う 。

手順は一人のと き と 同じ で すが、 二人の場合は一人が相手の後ろ 側から 脇の

下へ手を 回し て 抱え 、 も う 一人が相手の下肢(ひざ 裏) を 抱え て 、 移動を 行い

ま す。

（（ ２２ ）） 押押しし 方方

車いすの後ろ に立ち 、 両手で ハン ド グ リ ッ プ を 握り 、

ゆっ く り 押し ま す。

そ の際、 いき な り 押さ ずに、 移動する こ と を 相手に

伝え て から にし ま し ょ う 。

（（ ３３ ）） 車車いいすすのの人人とと 話話すすとと きき

車いすの人と 話すと き は、 目線を

合わせる よ う に 、 耳元で 言葉を かけ

る か、 し ゃ がんで 話し かけま し ょ う 。

【 抱え 上げる 】 【 ゆっ く り 移動する 】

【 耳元で 言葉を かけ る 】 【 し ゃ がんで 話す】
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（（ ４４ ）） キキャャ スス タタ ーー上上げげ

ち ょ っ と し た 段差を 越え る と き 、 キャ ス タ ー上

げの操作がで き な いと 、 上る こ と がで き ま せん。

車いすのサポート において 、 大切な 動作で すので 、

覚え ま し ょ う 。

方法は、 テ ィ ッ ピ ン グ バーを 踏んで 、 前輪を 持

ち 上げま す。 そ の際、 同時にハン ド グリ ッ プ を 押

し 下げる と やり やすいで す。

下ろ すと き は、 ハン ド グリ ッ プ を 握り 、 テ ィ ッ

ピ ン グバーを 踏みな がら ゆっ く り 下ろ し ま す。

必ず事前に言葉を かけて から 行いま し ょ う 。

（（ ５５ ）） 段段差差をを 上上りり 下下りり すするる とと きき

低い段差の場合は、車いすを 段差に 対し て 正面に向け、キャ ス タ ーを 上げ、

段差に乗せま す。 次に、 キャ ス タ ーを 軸にし て ハン ド グ リ ッ プ を 持ち 上げ、

車いす全体を 前に押し 出し 、 段差上部に 乗せま す。

降ろ す場合は、 乗せる と き の逆の手順で 、 後ろ 向き に 降ろ し ま す。

（（ ６６ ）） 階階段段をを 上上りり 下下りり すするる とと きき

車いすで の階段の上り 下り は危険を 伴いま すので 、 で き る 限り エエ レレ ベベーータタ

ーーややスス ロロ ーーププ をを 利利用用しし まま しし ょょ うう 。。 ど う し て も 階段を 上る （ 下り る ） 必要があ

る 場合は、 四人で のサポート が望ま し いで すが、 三人で も 可能で す。（ 二人で

も 上り 下り はで き ま すが、危険を 伴いま す。） こ こ で は三人で サポート する 場

合について 紹介し ま す。

ま ず、 階段が正面に来る よ う に移動し ま す。 そ の際、 ブ レ ーキが完全に 掛

かっ て いる こ と を 確認し ま す。 サポート する 人は、 後ろ に一人、 両サイ ド に

一人ずつ位置し ま す。 後ろ の人はバン ド グリ ッ プ を 持ち 、 両サイ ド の人はそ

れぞれフ ッ ト レ ス ト の付け根と ア ームレ ス ト （ 車いすの形状によ っ て 丈夫で

【 キャ ス タ ー を 上げる 】【 正面から 近付く 】 【 前に 押し 出す】
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固定さ れて いる 部分を 判断） を 持ち ま す。 三人で タ イ ミ ン グを 合わせて 持ち

上げ、 歩調を 合わせて ゆっ く り 階段を 上り ま す。

階段を 下り る 場合は、 車いすを 後ろ 向き にし て 運びま す。

（（ ７７ ）） 坂坂道道をを 上上りり 下下りり すするる とと きき

上り 坂で サポート する と き は、 少し 体を 前傾に し て 、 一歩一歩し っ かり と

押し ま す。 押し 戻さ れな いよ う に注意し ま し ょ う 。 急な 坂道の場合は、 周り

の人に協力を 求め、 安全に十分注意し て 上り ま し ょ う 。

緩やかな 下り 坂で は、 前向き の状態で キャ ス タ ーを 上げ、 引っ ぱる よ う に

し て ゆっ く り 下り ま す。 急な 下り 坂で は、 後ろ 向き で 一歩一歩ゆっ く り と 下

り ま す。 介助式車いすの場合のみ、 ハン ド ルに介助ブ レ ーキが付いて いる の

で 、 ブ レ ーキを 軽く 掛けま し ょ う 。

【 ア ームレ ス ト を 持つ 】 【 ゆっ く り 上る 】

【 急な 下り 坂のサポ ート 】【 上り 坂のサポ ー ト 】
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